
東
青
協
盛
大
に
記
念
式
典
・
祝
賀
会

若
い
力
で
新
た
な
飛
躍
を
決
意

環
境
イ
ン
フ
ラ
の
海
外
展
開
へ

環
境
省
Ｊ
Ｃ
Ｍ
設
備
補
助
事
業
を
促
進

東
京
都
管
工
事
工
業
協
同
組
合
青
年
部
長
協
議
会
（
河
野
幸
雄
会
長
）
は
十
一
月
十
日
、
東
京
・
港
区
の
東
京

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
創
立
三
十
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
盛
大
に
開
催
し
た
。
行
政
関
係
者
、
東
管
協
組
の
役

員
、
二
十
四
支
部
の
支
部
長
・
支
部
員
、
商
社
・
メ
ー
カ
ー
関
係
者
な
ど
二
百
五
十
余
名
が
出
席
し
、
首
都
・
東

京
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
の
重
要
な
一
翼
を
担
っ
て
き
た
歴
史
と
伝
統
を
振
り
返
っ
た
。
晴
れ
の
節
目
を
迎
え
、

決
意
も
新
た
に
次
代
を
担
う
若
い
力
を
結
集
し
、
さ
ら
な
る
飛
躍
・
発
展
を
め
ざ
す
。

東
青
協
で
は
創
立
三
十
周

年
に
あ
た
っ
て
記
念
事
業
実

行
委
員
会
（
三
石
高
実
行
委

員
長
）
を
設
け
て
着
実
に
準

備
を
進
め
て
き
た
。
沿
革
や

歴
代
役
員
、
座
談
会
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
記
念
誌
を
作
成

し
、
当
日
の
出
席
者
に
記
念

品
と
と
も
に
贈
呈
し
た
。

記
念
式
典
は
上
杉
友
梨
実

行
委
員
の
司
会
で
進
め
ら
れ

た
。
三
石
実
行
委
員
長
に
よ

る
開
会
の
辞
に
続
い
て
河
野

会
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
こ
れ
ま
で
東
青
協
を
築

き
、
支
え
て
き
た
歴
代
の
諸

先
輩
方
に
心
か
ら
感
謝
の
意

を
伝
え
た
い
。
東
青
協
で
は

結
果
を
恐
れ
ず
自
由
な
発
想

で
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す

る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
で
の

体
験
が
得
難
い
財
産
と
な
っ

て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
と
親
会

が
お
互
い
に
理
解
し
合
い
、

尊
重
し
て
良
い
関
係
で
い
る

こ
と
が
組
合
の
発
展
に
つ
な

が
る
と
確
信
し
て
い
る
」
と

力
強
く
述
べ
、
一
層
の
協
力

を
要
請
し
た
。

こ
の
あ
と
事
業
功
労
者
な

ど
を
表
彰
。
そ
れ
ぞ
れ
東
京

都
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会

長
感
謝
状
と
東
管
協
組
理
事

長
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
、
受

賞
者
を
代
表
し
て
高
柳
茂
宣

元
東
青
協
会
長
が
謝
辞
を
述

べ
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
佐
藤

章
東
管
協
組
理
事
長
、
秋
山

雅
仁
全
国
管
工
事
業
協
同
組

合
連
合
会
青
年
部
協
議
会
会

長
、
戸
島
健
雅
東
京
都
中
小

企
業
団
体
青
年
部
協
議
会
会

長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
た
。
佐

藤
理
事
長
は
「
東
青
協
は
、

組
合
活
動
の
円
滑
な
運
営
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

だ
。
管
材
店
マ
ッ
プ
の
作
成

や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
へ
の

多
く
の
参
加
な
ど
若
い
力
あ

ふ
れ
る
活
発
な
活
動
を
今
後

も
継
続
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

を
支
え
る
相
互
研
鑚
の
場
と

し
て
気
持
ち
も
新
た
に
頑
張

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
激
励

し
、
杭
本
一
也
実
行
副
委
員

長
の
閉
会
あ
い
さ
つ
で
締
め

く
く
っ
た
。

祝
賀
会
は
森
隆
実
行
委
員

の
司
会
で
進
め
ら
れ
た
。
河

野
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
岡

部
清
貴
東
管
協
組
支
部
長
協

議
会
会
長
の
音
頭
で
一
斉
に

乾
杯
。
三
味
線
の
演
奏
や
抽

選
会
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
交
え
て

賑
や
か
に
歓
談
し
、
三
石
実

行
委
員
長
の
感
謝
の
辞
と
島

崎
卓
也
実
行
副
委
員
長
の
閉

会
あ
い
さ
つ
で
盛
況
の
う
ち

に
幕
を
閉
じ
た
。

環
境
省
は
十
一
月
七
日
、

東
京
・
内
幸
町
の
イ
イ
ノ
ホ

ー
ル
＆
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ

ン
タ
ー
で
「
Ｊ
Ｃ
Ｍ
設
備
補

助
事
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０

１
８
」
を
開
催
し
た
。
二
国

間
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
通
じ

た
環
境
イ
ン
フ
ラ
の
さ
ら
な

る
海
外
展
開
へ
成
果
報
告
や

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
繰
り
広
げ
た
。

二
国
間
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

（
Ｊ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ

Ｃ
ｒ
ｅ
ｄ

ｉ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｍ
ｅ
ｃ
ｈ
ａ

ｎ
ｉ
ｓ
ｍ＝

Ｊ
Ｃ
Ｍ
）
は
途

上
国
と
協
力
し
て
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
に
取
り
組
み
、

削
減
の
効
果
を
両
国
で
分
け

合
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
今
年
度
で
六
年
目
を
迎

え
た
Ｊ
Ｃ
Ｍ
設
備
補
助
事
業

は
途
上
国
へ
の
す
ぐ
れ
た
低

炭
素
技
術
な
ど
の
普
及
を
通

じ
て
地
球
規
模
で
の
温
暖
化

対
策
に
貢
献
す
る
と
と
も

に
、
日
本
の
削
減
目
標
達
成

に
活
用
し
て
い
る
。
今
回
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
百
二
十
件

超
の
案
件
を
実
施
し
て
き
た

Ｊ
Ｃ
Ｍ
設
備
補
助
事
業
の
実

績
を
踏
ま
え
、
事
業
の
さ
ら

な
る
拡
大
と
政
府
が
戦
略
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
環
境
イ

ン
フ
ラ
の
海
外
展
開
を
加
速

さ
せ
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
開

催
さ
れ
た
。

当
日
は
関
連
企
業
・
団
体

な
ど
約
二
百
名
が
参
加
。
小

野
洋
同
省
大
臣
官
房
審
議
官

（
地
球
環
境
局
担
当
）の
開
会

あ
い
さ
つ
に
続
い
て
永
森
一

暢
同
省
地
球
温
暖
化
対
策
課

市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
室
長
補
佐

が
「
Ｊ
Ｃ
Ｍ
に
関
す
る
最
新

の
取
り
組
み
状
況
」
、
反
後

暁
公
益
財
団
法
人
地
球
環
境

セ
ン
タ
ー
（
Ｇ
Ｅ
Ｃ
）
東
京

事
務
所
事
業
第
二
グ
ル
ー
プ

長
ら
が
「
Ｊ
Ｃ
Ｍ
設
備
補
助

事
業
の
ト
レ
ン
ド
と
今
後
の

イ
ン
フ
ラ
展
開
支
援
」
と
題

し
て
講
演
し
た
。
ま
た
横
浜

ウ
ォ
ー
タ
ー
㈱
に
よ
る
「
ベ

ト
ナ
ム
の
上
水
施
設
へ
の
高

効
率
ポ
ン
プ
の
導
入
」
な
ど

の
成
果
報
告
が
行
わ
れ
、
木

村
祐
二
Ｇ
Ｅ
Ｃ
常
務
理
事
を

モ
デ
レ
ー
タ
ー
に
「
Ｊ
Ｃ
Ｍ

パ
ー
ト
ナ
ー
国
の
現
状
と
案

件
発
掘
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
関

す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
展
開
し
た
。

東京プリンスホテルで開催

２５０余名が意気高く乾杯

河野会長

三石実行委員長

佐藤理事長

秋山全管連青年部会長

シンポジウムに２００名参加
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